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○ 滋賀県流域治水の推進に関する条例（条例第55号） 

１ この条例は、流域治水に関し、基本理念を定め、県、県民および事業者の責務を明らかにするとともに、県が行

う施策の基本となる事項等を定めることにより、流域治水を総合的に推進し、もって浸水被害から県民の生命、身

体および財産を保護し、将来にわたって安心して暮らすことができる安全な地域の実現に資することを目的とする

こととしました。（第１条関係） 

２ 基本理念として、次に掲げる事項を定めることとしました。（第３条関係） 

(1) 流域治水は、浸水が発生した場合における県民の生命に対する被害を回避することが特に重要であるとの認識

の下に推進されなければならないこと。 

(2) 流域治水は、河川の整備が洪水による河川等の氾濫を防ぐための基幹的な対策であることに鑑み、河川を管理

する者の責務にのっとり、河川の整備を計画的かつ効果的に実施することを旨として推進されなければならない

こと。 

(3) 流域治水は、河川の流水を流下させる能力を超える洪水が発生するおそれがあることに鑑み、河川の整備に加

えて、他の対策を実施することにより、浸水被害を回避し、および軽減することを旨として推進されなければな

らないこと。 

(4) 流域治水は、その施策が総合的に実施されるとともに、その効果が最大限に発揮されるよう、地域の特性に応

じて推進されなければならないこと。 

(5) 流域治水は、県、市町、県民その他の関係者相互間において情報が共有されることを通じて、これらの者の相

互の連携および協働の下に、着実に推進されなければならないこと。 

３ 県は、２の基本理念（以下「基本理念」という。）にのっとり、流域治水に関する施策を総合的に策定し、およ

び実施することとし、流域治水に関する施策の策定および実施に当たっては市町、県民その他の関係者との連携に

努めるとともに、市町、県民その他の関係者に対し必要な情報の提供、助言または支援を行うものとすることとし

ました。また、水防に市町が果たす役割の重要性に鑑み、市町が流域治水に関する施策を策定し、および実施しよ

うとするときは、必要な情報の提供、助言、支援または調整を行うものとすることとしました。（第４条関係） 

４ 県民は、基本理念にのっとり、地域の特性および想定浸水深を把握するとともに、これらを勘案して、自らの生

命、身体および財産に対する被害を回避し、または軽減するために必要な取組を自主的かつ積極的に行うよう努め

なければならないこととしました。また、県が実施する流域治水に関する施策に協力しなければならないこととし

ました。（第５条関係） 

５ 事業者は、その事業活動を行うに当たっては、基本理念にのっとり、地域の特性および想定浸水深を把握すると

ともに、これらを勘案して、その事業の利用者、従業者等の生命、身体および財産に対する被害を回避し、または

軽減するために必要な取組を自主的かつ積極的に行うよう努めなければならないこととしました。また、事業活動

を行うに当たっては、県が実施する流域治水に関する施策に協力しなければならないこととしました。（第６条関

係） 

６ 想定浸水深の設定等について、次に掲げる事項を定めることとしました。（第７条・第８条関係） 

(1) 知事は、想定浸水深の設定または変更のために必要な基礎調査として、河川等に係る集水地域および氾濫原に

関する地形、土地利用の状況その他の事項に関する調査を行うものとすること。 

(2) 知事は、(1)の調査の結果を踏まえ、おおむね５年ごとに想定浸水深を設定するものとすること。 
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７ 知事は、洪水による河川の氾濫を防ぐため、次に掲げるところにより、その管理する河川の整備を行うものとす

ることとしました。この場合において、知事は、浸水が発生した場合には建築物が浸水し、県民の生命または身体

に著しい被害を生ずるおそれがあると認められる土地の区域に係る河川の整備が早期に実施されるよう特に配慮

するものとすることとしました。（第９条関係） 

(1) 県の全域における河川の整備状況の均衡に配慮しつつ、河道の拡幅、堤防の設置、河床の掘削、洪水調節の機

能を有する施設（ダム等を含む。）の設置等の対策を、計画的かつ効果的に組み合わせて行うこと。 

(2) 河川の流水を流下させる能力を維持するため、治水上の支障の程度に応じ、河川内の樹木の伐採、堆積した土

砂のしゅんせつ、護岸の修繕等を行うこと。 

(3) 堤防が決壊した場合に甚大な浸水被害が想定され、かつ、当面(1)に規定する対策を実施することが困難な河川

の区間にあっては、浸水被害を軽減するため、堤防の性能の向上を図る改良を行うこと。 

８ 集水地域における雨水貯留浸透対策について、次に掲げる事項を定めることとしました。（第10条・第11条関係） 

(1) 森林を所有し、または使用収益する権原を有する者は、琵琶湖森林づくり条例の基本理念にのっとり、県民、

事業者等と連携して、森林の適正な保全および整備を行うことにより、森林が有する雨水貯留浸透機能（雨水を

一時的に貯留し、または地下に浸透させる機能をいう。以下同じ。）が持続的に発揮されるように努めなければな

らないこと。 

(2) 農地を所有し、または使用収益する権原を有する者は、農業生産活動を行うに当たっては、農地の適正な保全

および管理を行うことにより、農地が有する雨水貯留浸透機能が持続的に発揮されるように努めなければならな

いこと。 

(3) おおむね1,000平方メートル以上の面積を有する公園、運動場その他これらに類する施設の所有者または管理者

は、その敷地に雨水を貯留する機能を有する施設を設置すること、雨水を浸透させる舗装を施すことその他の雨

水を一時的に貯留し、または地下に浸透させる措置を講ずることにより、これらの施設に雨水貯留浸透機能を備

えるとともに、これらの施設の雨水貯留浸透機能を維持するように努めなければならないこと。 

(4) 建物または工作物の所有者または管理者は、雨水の貯水槽を設置すること等により、これらの建物または工作

物の規模に応じた雨水貯留浸透機能を備えるとともに、これらの建物または工作物の雨水貯留浸透機能を維持す

るように努めなければならないこと。 

９ 浸水警戒区域の指定等について、次に掲げる事項を定めることとしました。（第13条関係） 

(1) 知事は、200年につき１回の割合で発生するものと予想される降雨が生じた場合における想定浸水深を踏まえ、

浸水が発生した場合には建築物が浸水し、県民の生命または身体に著しい被害を生ずるおそれがあると認められ

る土地の区域で、一定の建築物の建築の制限をすべきものを浸水警戒区域として指定することができること。 

(2) 浸水警戒区域の指定に必要な手続を定めること。 

(3) 浸水警戒区域は、建築基準法第39条第１項の規定による災害危険区域とすること。 

10 浸水警戒区域における建築物の建築の制限について、次に掲げる事項を定めることとしました。（第14条～第18条

関係） 

(1) 浸水警戒区域内において、住居の用に供する建築物または高齢者、障害者、乳幼児その他の特に防災上の配慮

を要する者が利用する社会福祉施設、学校もしくは医療施設（規則で定めるものに限る。以下「社会福祉施設等」

という。）の用途に供する建築物の建築（移転を除く。以下同じ。）をしようとする建築主は、あらかじめ、知事

の許可を受けなければならないこととするとともに、許可を受けようとする建築主は、規則で定めるところによ

り、申請書に、規則で定める図書を添えて、知事に提出しなければならないこと。 

(2) 知事は、(1)の許可をする場合において、浸水による県民の生命または身体に対する被害を回避するために必要

な条件を付することができること。 

(3) 知事は、(1)の許可をしたときは、規則で定めるところにより、許可証を交付しなければならないこと。 

(4) (3)の許可証の交付を受けた後でなければ、建築物の建築の工事は、することができないこと。 

(5) (1)の許可を受けた建築主は、当該許可に係る建築物について一定の事項の変更をしようとするときは、規則で

定めるところにより、知事の許可を受けなければならないこととし、当該変更の許可について必要な事項を定め

ること。 

(6) 知事は、(1)または(5)の許可を受けた建築主が次のいずれかに該当するときは、(1)または(5)の許可を取り消し、

またはその許可に付した条件を変更することができること。 

ア この条例の規定またはこれに基づく処分に違反したとき。 

イ この条例の規定による許可に付した条件に違反したとき。 

ウ 偽りその他不正の手段によりこの条例の規定による許可を受けたとき。 
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11 10の(1)または(5)の許可を受けた建築主は、当該許可に係る建築物の工事が知事の指定する工程を含む場合におい

て、当該工程に係る工事を終えたときは、その都度、速やかに、規則で定めるところにより、その旨を知事に届け

出なければならないこととし、知事は、当該届出があったときは、速やかに、その職員に当該届出に係る工事中の

建築物およびその敷地が10の(1)または(5)の規定による許可の内容に適合しているかどうかについて調査させ、その

調査の結果、当該建築物およびその敷地が当該許可の内容に適合していると認めたときは、規則で定めるところに

より、工程調査適合証を交付しなければならないこととしました。（第19条関係）  

12 10の(1)または(5)の許可を受けた建築主は、当該許可に係る建築物の工事を廃止したときは、遅滞なく、規則で定

めるところにより、その旨を知事に届け出なければならないこととしました。（第20条関係） 

13 知事は、浸水警戒区域における建築の制限に必要な限度において、建築物の所有者、管理者もしくは占有者、建

築主、設計者、工事監理者または工事施工者報告の徴収およびその職員が行う立入等について必要な事項を規定す

ることとしました（第21条～第23条関係） 

14 県は、都市計画法第15条第１項第２号に掲げる区域区分に関する都市計画を同法第18条第１項（同法第21条第２

項において準用する場合を含む。）の規定により決定し、または変更するときは、10年につき１回の割合で発生す

るものと予想される降雨が生じた場合における想定浸水深が0.5メートル以上である土地の区域（都市計画法施行令

第８条第１項第１号に規定する土地の区域を除く。）を、新たに同法第７条第２項に規定する市街化区域に含めな

いものとすることとしました。（第24条関係） 

15 氾濫原において道路、鉄道その他の規則で定める施設と相互に効用を兼ねる大規模な盛土構造物の設置、改変ま

たは撤去（以下「設置等」という。）をしようとする者は、当該盛土構造物の設置等によりその周辺の地域におい

て著しい浸水被害が生じないよう配慮しなければなないこととし、知事は、盛土構造物の設置等によりその周辺の

地域において著しい浸水被害が生じるおそれがあると認めるときは、当該盛土構造物の設置等をしようとする者に

対し、浸水被害を回避し、または軽減するために必要な措置を講ずることを求めることができることとしました。

（第25条関係） 

16 県は、知事が管理する河川について保有する水位、雨量等に関する情報および洪水に関する予報または警報に関

する情報（以下「河川の水位等に関する情報」という。）を市町および県民に的確かつ迅速に伝達するために必要

な体制の整備その他必要な措置を講ずるものとすることとしました。（第26条関係） 

17 県は、市町が行う浸水被害の回避または軽減に関する対策の検討に資するため、必要な情報の提供、技術的助言

その他の必要な支援を行うものとすることとしました。（第27条関係） 

18 県民は、日常生活において、避難場所および避難の経路、家族等との連絡方法その他浸水が発生した際にとるべ

き行動を確認するよう努めるとともに、浸水被害が発生するおそれがある場合において、河川の水位等に関する情

報および避難の勧告等に関する情報に留意するとともに、状況に応じて的確に避難するよう努めなければならない

こととしました。（第28条関係） 

19 宅地建物取引業法第２条第３号に規定する宅地建物取引業者は、同法第35条第１項に規定する宅地建物取引業者

の相手方等に対して、宅地または建物が所在する地域の想定浸水深および水防法第14条第１項に規定する浸水想定

区域に関する情報を提供するよう努めなければならないこととしました。（第29条関係） 

20 県は、流域治水に関する最新の知見の把握に努めるとともに、浸水に関する記録（県民の浸水に関する体験の記

録を含む。）の収集その他流域治水に関する施策を効果的に実施するために必要な調査研究を推進し、その成果の

普及に努めるものとすることとしました。（第30条関係） 

21 県は、学校教育その他の多様な機会を通じ、映像等を用いた効果的な手法を活用しつつ、浸水被害を回避し、ま

たは軽減するために必要な教育および訓練、意識の向上等に努めるものとすることとしました。（第31条関係） 

22 県民は、浸水被害を回避し、または軽減するためには、県民一人ひとりが適切な対策を講ずることが重要である

ことを認識し、自ら浸水被害およびこれに対する適切な対策について学習するとともに、県、市町その他の団体が

実施する訓練に自主的に参加するよう努めなければならないこととしました。（第32条関係） 

23 県、関係行政機関および地域住民は、浸水警戒区域の指定に関する事項その他の地域における浸水被害の回避ま

たは軽減に関し必要な対策に関する事項について協議するため、水害に強い地域づくり協議会を組織することがで

きることとしました。（第33条関係） 

24 県民は、相互に連携し、または流域治水に資する活動を行う団体を組織する等の方法により、協働による流域治

水の推進に取り組むよう努めなければならないこととし、県は、当該取組への県民の積極的な参加を促進するとと

もに、県民または流域治水に資する活動を行う団体に対して、情報の提供、交流の機会の提供その他の必要な支援

を行うものとすることとしました。（第34条関係） 

25 浸水警戒区域の指定等について調査審議するため、知事の附属機関として、滋賀県流域治水推進審議会を設置す
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るとともに、審議会の組織等について必要な事項を定めることとしました。（第35条・第36条関係） 

26 県は、流域治水に関する施策を推進するため、必要な財政上の措置を講ずるよう努めるものとしました。（第37 

条関係） 

27 知事は、毎年度、流域治水に関する施策の実施状況を議会に報告しなければならないものとしました。（第38条

関係） 

28 ９から13までの規定は、市町が建築基準法第39条第１項および第２項の規定により、同条第１項の災害危険区域

（出水による危険の著しい区域に限る。）の指定および同条第２項の住居の用に供する建築物の建築の禁止その他

建築物の建築に関する制限で災害防止上必要なものに関する条例を定めている場合には、当該市町の区域において

は、適用しないこととすることとしました。（第39条関係） 

29 罰則について、次に掲げる事項を定めることとしました。（第41条～第43条関係） 

(1) 10の(1)、(4)または(5)（建築基準法第87条第２項の規定によりこれらの規定が準用される場合を含む。）の規定に

違反した者および偽りその他不正の手段により10の(1)または(5)の許可を受けた者は、罰金に処するものとするこ

と。 

(2) 法人の代表者または法人もしくは人の代理人、使用人その他の従業者がその法人または人の業務に関して、(1) 

の違反行為をした場合においては、その行為者を罰するほか、その法人または人に対して同条の刑を科すものと

すること。 

(3) 虚偽の届出等を行った者および立入検査等を拒否した者は過料に処するものとすること。 

30 その他 

(1) この条例は、公布の日から施行することとしました。ただし、次のアまたはイに掲げる規定は、当該アまたは

イに定める日から施行することとしました。 

ア 19の規定 公布の日から起算して６月を超えない範囲内において規則で定める日 

イ ９から13まで、28および29ならびに(2)および(3)の規定 公布の日から起算して１年を超えない範囲内におい

て規則で定める日 

(2) 29の規定は、当分の間、適用しないこととしました。 

(3) 関係条例について、必要な改正を行うこととしました。 
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